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１．2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 2,576 44.0 △173 － △175 － △129 －

2019年3月期第2四半期 1,789 △3.7 △413 － △402 － △286 －
(注) 包括利益 2020年3月期第2四半期 △130百万円( －％) 2019年3月期第2四半期 △275百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 △9.77 －

2019年3月期第2四半期 △21.58 －
　

（注）当社は、2018年10月1日付けで普通株式10株につき普通株式1株の割合で株式併合を行っております。前連結会
計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株当たり四半期純利益を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 9,521 5,358 56.3

2019年3月期 10,360 5,621 54.3
(参考) 自己資本 2020年3月期第2四半期 5,358百万円 2019年3月期 5,621百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2020年3月期 － 0.00

2020年3月期(予想) － 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

（注）当社は、2018年10月1日付けで普通株式10株につき普通株式1株の割合で株式併合を行っております。2019年3
月期の1株当たり期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。

　

３．2020年3月期の連結業績予想（2019年4月1日～2020年3月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,000 20.2 400 37.2 390 36.3 270 5.2 20.34
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注)詳細は、添付資料9ページ、「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年3月期2Ｑ 13,279,633株 2019年3月期 13,279,633株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Ｑ 7,225株 2019年3月期 7,001株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Ｑ 13,272,467株 2019年3月期2Ｑ 13,273,697株
　

（注）当社は、2018年10月1日付けで普通株式10株につき普通株式1株の割合で株式併合を行っております。前連結会
計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期中平均株式数を算定しております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一進一退の動きを見せつつも企業収益は高水準を維持してお

り、良好な収益環境による企業の投資マインドも堅調で、人手不足を反映した合理化・省力化投資、維持・更新投

資の需要が根強く、設備投資は増加基調で推移しました。また、雇用環境の改善による所得の増加が続くなか底堅

く個人消費を下支えしており、景気は緩やかな回復基調で推移しております。しかし、今後は消費税の増税に伴う

下振れリスクの影響や韓国による日本製品の不買運動などの懸案に加えて、米国の保護貿易政策による中国経済の

動向や英国のＥＵ離脱問題、中東・東アジアなどの地政学的リスクの高まりによる政治的な不確実性など、世界経

済全体の減速も懸念される状況で、為替・株式への動向には最大限の留意が必要となっております。

このような状況のもと、当社は２０１９年度を初年度とする３か年の「２０１９中期事業計画」を策定し、現在

の当社を取り巻く経営環境、中長期において進む方向性および「２０１６中期事業計画」の成果と課題を踏まえて、

「既存のお客様とライフサイクル視点で価値共創」、「経験ノウハウを生かした事業領域拡大」、「ものづくりプ

ロセスの飽くなき強化」といった３つの方針を定めると同時に、具体的な数値目標を定めたうえでこの方針と目標

に沿って各事業の重点戦略及び具体的施策を確実に実施してきております。

その結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は前年同期比787百万円（44.0％）増加し、2,576百万円となりまし

た。営業損失は、前年同期に比べ239百万円改善し△173百万円となりました。同じく、経常損失は前年同期に比べ

226百万円改善して△175百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純損失は前年同期に比べ156百万

円改善の△129百万円となっております。

なお、当社グループの売上高および利益の計上には季節的変動があり、第４四半期連結会計期間に偏る傾向があ

ります。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

　 売上高（百万円） 営業利益又は営業損失(△)（百万円）

前第2四半期
連結累計期間

当第2四半期
連結累計期間

増減
前第2四半期
連結累計期間

当第2四半期
連結累計期間

増減

気象防災事業 1,247 1,903 656 △324 △128 196

宇宙防衛事業 542 672 130 △54 5 59

調整額(注) － － － △34 △51 △16

合計 1,789 2,576 787 △413 △173 239

（注）営業利益又は営業損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、予算と実績の調整差額であります。

＜気象防災事業＞

気象防災事業については、受注高は防災分野における地震観測装置など更新需要の回復傾向の中、前年同期に

比較して堅調に増加しております。売上高は、航空管制の分野でのラプコン（レーダー進入管制）通信制御監視

装置やＥＶＡ（非常用管制塔システム）、防災分野での多機能型地震計や新幹線向け地震観測設備が増加してお

り、合計で656百万円増加して1,903百万円となりました。売上高全体に占める割合は73.9％となっております。

営業損失は、売上高の増加に加えて一部海外で発生していたゾンデの不具合解消など原価率の改善効果によって

196百万円改善し、△128百万円となっております。
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＜宇宙防衛事業＞

宇宙防衛事業については、受注高は消費税率引き上げに伴う経過措置適用の為の契約が前連結会計年度末に大

きく増加しておりましたので、この反動で当初の計画よりは減少しているものの、ＨＴＶ搭載モニタカメラやそ

の他ロケットカメラなどの受注増加により前年同期を上回る状況となっております。売上高は、ＪＵＩＣＥ(木星

氷衛星探査計画ガニメデ周回衛星)関係、ＥＬＳＡ(スペースデブリ除去衛星)搭載機器開発、ＳＬＩＭ(小型月着

陸実証機)航法・分光カメラ等の衛星搭載機器の増加により、全体では130百万円増加の672百万円となりました。

売上高全体に占める割合は26.1％となっております。営業利益は、売上高の増加に加えて、過年度開発案件の不

具合による原価悪化要因の収束により原価率が改善していることから、前年同期に比べて59百万円改善の5百万円

となっております。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

　 （イ）資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて844百万円（13.1％）減少し5,596百万円となりました。主な増加の内訳

は、仕掛品484百万円、原材料及び貯蔵品205百万円で、主な減少の内訳は、現金及び預金241百万円、受取手形及び

売掛金1,551百万円です。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて5百万円（0.1％）増加し3,924百万円となりました。主な増加の内訳は、

建物及び構築物22百万円、建設仮勘定6百万円、繰延税金資産52百万円で、主な減少の内訳は機械装置及び運搬具33

百万円、有形固定資産その他（備品・計測器等）47百万円です。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて839百万円（8.1％）減少し9,521百万円となりました。

　（ロ）負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて576百万円（22.0％）減少し2,046百万円となりました。主な増加の内訳

は製品保証引当金28百万円、その他（前受金・預り金等）58百万円で、主な減少の内訳は短期借入金320百万円、買

掛金148百万円、未払消費税等144百万円です。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べてわずかに増加し2,116百万円となりました。増加の内訳は退職給付に係る

負債1百万円で、減少の内訳はリース債務1百万円です。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて575百万円（12.2％）減少し4,162百万円となりました。

　（ハ）純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて263百万円（4.7％）減少し5,358百万円となりました。主として、配当

金の支払い及び親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余金が262百万円減少したことによる影響で

す。純資産は減少したものの、総資産も大きく減少したため、自己資本比率は前連結会計年度末の54.3％から2.0ポ

イント上昇し56.3％となっております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

２０１９年８月７日に公表いたしました２０２０年３月期の連結業績予想に比べ、当第2四半期連結累計期間の売

上高は、通期予想に対しては32.6％の進捗であり、時間経過による単純割合の進捗率50％に比べますと大きく乖離

しております。これは、官公庁への納入割合が大きく納期が年度末に偏ることから、第4四半期連結会計期間に売上

が集中する傾向が顕著であり売上高および利益の計上に著しい季節的変動があるためです。したがって、現段階に

おきましては進捗率の乖離による業績予想への影響はありません。

　当第2四半期連結累計期間は、防災分野では、更新需要の回復傾向のなか多機能型地震計や新幹線向け地震観測設

備等、宇宙分野においてもＨＴＶ搭載モニタカメラやⅰ-ＳＥＥＰ(曝露実験アダプタ)関係など、当初の計画を上回

る受注となっており、売上高も増加見込みであります。また減価償却費等各種費用の圧縮も進んでいることから製

造原価は改善方向で進んでおります。こうした状況等を踏まえ、２０１９年８月７日発表の業績予想(売上高は

7,900百万円、営業利益は380百万円、経常利益は370百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は250百万円)を見直

して、通期の連結業績予想につきましては、売上高は8,000百万円、営業利益は400百万円、経常利益は390百万円、

親会社株主に帰属する当期純利益は270百万円といたしました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(2019年9月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 309,729 67,743

受取手形及び売掛金 4,923,257 3,372,158

製品 126,827 213,122

仕掛品 543,757 1,028,472

原材料及び貯蔵品 487,192 692,393

前渡金 1,570 －

短期貸付金 － 161,077

その他 48,443 61,308

流動資産合計 6,440,778 5,596,275

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 332,163 354,791

機械装置及び運搬具（純額） 247,524 213,623

土地 2,537,889 2,537,889

リース資産（純額） 110,687 111,821

建設仮勘定 4,766 10,855

その他（純額） 258,388 211,249

有形固定資産合計 3,491,419 3,440,230

無形固定資産

その他 21,420 24,967

無形固定資産合計 21,420 24,967

投資その他の資産

投資有価証券 105,655 105,309

退職給付に係る資産 30,875 31,032

繰延税金資産 243,354 296,074

その他 45,689 46,178

貸倒引当金 △18,870 △18,870

投資その他の資産合計 406,704 459,725

固定資産合計 3,919,544 3,924,923

資産合計 10,360,322 9,521,199
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(2019年9月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,366,979 1,218,094

短期借入金 320,765 －

未払金 164,626 110,790

リース債務 35,775 38,750

未払法人税等 48,647 24,180

未払消費税等 158,990 14,507

製品保証引当金 129,761 158,225

賞与引当金 197,283 209,788

受注損失引当金 8,290 22,150

その他 191,653 249,963

流動負債合計 2,622,775 2,046,450

固定負債

リース債務 74,824 72,953

退職給付に係る負債 1,296,060 1,297,653

環境対策引当金 15,400 16,177

再評価に係る繰延税金負債 729,305 729,305

固定負債合計 2,115,590 2,116,089

負債合計 4,738,365 4,162,540

純資産の部

株主資本

資本金 2,996,530 2,996,530

利益剰余金 954,385 691,958

自己株式 △7,449 △7,592

株主資本合計 3,943,465 3,680,896

その他の包括利益累計額

土地再評価差額金 1,664,999 1,664,999

退職給付に係る調整累計額 13,491 12,762

その他の包括利益累計額合計 1,678,491 1,677,762

純資産合計 5,621,956 5,358,659

負債純資産合計 10,360,322 9,521,199
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第2四半期連結累計期間

(自 2018年4月1日
　至 2018年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自 2019年4月1日

　至 2019年9月30日)

売上高 1,789,728 2,576,751

売上原価 1,593,380 2,131,196

売上総利益 196,348 445,554

販売費及び一般管理費 609,657 619,154

営業損失（△） △413,309 △173,600

営業外収益

受取利息 786 1,019

受取賃貸料 9,019 9,089

為替差益 10,400 309

その他 1,275 1,369

営業外収益合計 21,482 11,788

営業外費用

支払利息 1,576 2,568

支払手数料 1,295 2,043

株式管理費用 5,142 5,899

その他 2,492 3,085

営業外費用合計 10,507 13,596

経常損失（△） △402,333 △175,408

税金等調整前四半期純損失（△） △402,333 △175,408

法人税等 △115,855 △45,708

四半期純損失（△） △286,477 △129,700

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △286,477 △129,700
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第2四半期連結累計期間

(自 2018年4月1日
　至 2018年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自 2019年4月1日

　至 2019年9月30日)

四半期純損失（△） △286,477 △129,700

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 14,583 －

退職給付に係る調整額 △3,348 △728

その他の包括利益合計 11,235 △728

四半期包括利益 △275,242 △130,428

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △275,242 △130,428

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第2四半期連結累計期間

(自 2018年4月1日
　至 2018年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自 2019年4月1日

　至 2019年9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △402,333 △175,408

減価償却費 144,328 119,319

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,767 12,505

製品保証引当金の増減額（△は減少） 9,474 28,464

受注損失引当金の増減額（△は減少） 15,066 13,859

環境対策引当金の増減額（△は減少） － 777

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △18,905 1,592

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △1,758 △157

受取利息及び受取配当金 △786 △1,019

支払利息 1,576 2,568

為替差損益（△は益） △37 △1

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,467 2,119

売上債権の増減額（△は増加） 1,445,995 1,551,098

たな卸資産の増減額（△は増加） △704,893 △797,431

その他の資産の増減額（△は増加） △17,620 △14,573

仕入債務の増減額（△は減少） △485,021 △148,884

その他の負債の増減額（△は減少） △133,955 △149,288

小計 △132,637 445,539

利息及び配当金の受取額 1,132 1,365

利息の支払額 △1,576 △2,568

法人税等の支払額 △32,266 △30,772

営業活動によるキャッシュ・フロー △165,348 413,564

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △55,968 △36,705

有形固定資産の売却による収入 － 50

無形固定資産の取得による支出 △9,166 △8,280

長期貸付金の回収による収入 76 －

その他の支出 △850 △635

その他の収入 1,911 695

投資活動によるキャッシュ・フロー △63,997 △44,875

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 44,315 △320,765

セール・アンド・リースバックによる収入 33,789 22,927

リース債務の返済による支出 △17,284 △19,987

自己株式の取得による支出 △411 △142

配当金の支払額 △44 △131,631

財務活動によるキャッシュ・フロー 60,362 △449,599

現金及び現金同等物に係る換算差額 37 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △168,944 △80,909

現金及び現金同等物の期首残高 457,164 309,729

現金及び現金同等物の四半期末残高 288,219 228,820
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第2四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益または税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

　 税率を使用する方法によっております。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

　①生産実績

当第2四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりです。

当第2四半期連結累計期間
(自 2019年4月1日 至 2019年9月30日) 前年同期比(％)

金額(千円)

3,147,761 31.6

（注）１.金額は販売価格によっております。

２.上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　②受注実績

当第2四半期連結累計期間における受注実績は、次のとおりです。

当第2四半期連結累計期間
(自 2019年4月1日 至 2019年9月30日)

受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

5,080,408 78.9 6,516,665 70.5

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　③販売実績

当第2四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりです。

当第2四半期連結累計期間
(自 2019年4月1日 至 2019年9月30日) 前年同期比(％)

金額(千円)

2,576,751 44.0

（注）上記の金額に消費税等は含まれておりません。
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